
東殿塚古墳出土の円筒埴輪

に描れていた船の絵 

  

 

 

 

 

【 埴輪
は に わ

と土偶
ど ぐ う

の違
ちが

いって…いったい何？？ 】 

文化財センターに見学に来ていただいた方から、「埴輪
は に わ

と土偶
ど ぐ う

って何が違
ちが

うんですか？」という質問
しつもん

をよくいただきます。そこで今月は、埴輪
は に わ

と土偶
ど ぐ う

の違いについて紹介
しょうかい

したいと思います。 

埴輪
は に わ

 比較
ひ か く

内容 土偶
ど ぐ う

 

・古墳
こ ふ ん

時代 

約 1,700 年前～約 1,400 年前 

作られた 

時代 

・縄文
じょうもん

時代 

約 1万 3,000 年前～約 2,400 年前 

・人物や動物の形（人物埴輪
は に わ

、動物埴輪
は に わ

） 

・家の形（家形埴輪
は に わ

） 

・船や盾
たて

などの形（器財
き ざ い

埴輪
は に わ

） 

・土管
ど か ん

のような形（円筒
えんとう

埴輪
は に わ

）  など 

形 

・人物の形 

（女性を表していると考えられる 

 ものが多い） 

・30cm ぐらい～ 

2m42cm 

・日本最大の埴輪
は に わ

：2ｍ42cm 

大きさ 

・2cm ぐらい (手のひらにのるもの)～ 

45cm 

・日本最大の土偶
ど ぐ う

：45cm 

・古墳
こ ふ ん

を神聖
しんせい

な場所として守るため 

・古墳
こ ふ ん

を立派
り っ ぱ

に見せる（飾
かざ

る）ため 

・政治や祀
まつ

りの場面を表すため 

・埋葬者
まいそうしゃ

の功績
こうせき

などを表し、周知
しゅうち

するため 

目的や役割
やくわり

 

 

・安産
あんざん

や子どもが健康
けんこう

に育つことを 

祈
いの

るため 

・怪我
け が

や病気
びょうき

になった時の身
み

代
が

わり 

 にするため 

・獲物
え も の

や木の実がたくさん獲
と

れること 

を祈
いの

るため        など  

  埴輪
は に わ

と土偶
ど ぐ う

は、いずれも粘土
ね ん ど

で作られたものですが、作られ 

 た時代や目的、役割
やくわり

が全く違います。お守りの役割をしていた 

土偶
ど ぐ う

は、小さいものが多く、盾形
たてがた

埴輪
は に わ

など古墳
こ ふ ん

を守っていた埴
はに

 

輪
わ

は大きいものです。 

 また、土偶
ど ぐ う

は怪我
け が

をしたり病気になったりしたところの身代 

 わりの役割もしており、意図
い と

的
てき

に割
わ

っていたようです。このよ 

 うな行為
こ う い

も埴輪
は に わ

とは違います。埴輪
は に わ

や土偶
ど ぐ う

から、当時の生活の 

 様子を知ることができます。みなさんの身近にある道具も、未 

 来の博物館
はくぶつかん

に飾
かざ

られるかもしれませんね。（担当） 

【 10 月、船の上の飾り ④真ん中の孔
あな

 】 ～所長からひと言～ 

船形
ふねがた

埴輪
は に わ

の内部を見てみると、中央に何かを立てる穴 

がもう一つあることがわかります。船形埴輪は、大刀
た ち

な 

ど 4本の威厳
い げ ん

を表す道具が立ててあることで知られてい 

ますが、実はもう 1点あったようです。 

 奈良県天理市の東
ひがし

殿塚
とのづか

古墳
こ ふ ん

から、船上
せんじょう

に威厳を持 つ 

道具が立て並べた船の絵が描
か

かれていた円筒
えんとう

埴輪
は に わ

が、平 

成 9年（1997 年）に発見されました。そこには船の前方 

に大刀
た ち

、後方に 蓋
きぬがさ

があり、中央に幡
はた

が立てて風になび 

いているように描かれていました。宝塚
たからづか

１号
ごう

墳
ふん

出土
しゅつど

の船形埴輪の中央の穴にも、埴輪に描かれ 

たような幡
はた

が立っていたとすれば、木の軸
じく

に布が付けられていたものが、千数百年の時間の経過
け い か

 

で腐
ふ

食
しょく

して無くなったのでは、と今では考えられています。 
 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定 

【はにわ館】 入館料 110 円  18 歳以下無料  開館時間 9：00～17：00 入館は１６：３０まで  

 

第１展示室  常設展     「宝塚古墳の謎」 

第２展示室  秋季特別展   「王権と首長墓の埴輪」    １０月２６日（土）～１２月 ８日（日）    

【はにわ館】 入館料 110 円  18 歳以下無料  開館時間 9：00～17：00 入館は１６：３０まで  

第２展示室  ミュージアムトーク     事前申込不要 

１０月２６日（土）            １３時半～１４時半 

  第３Ｇ    ワークショップ       事前申込必要       

   １１月 ２日（土）           

① 「ミニ円筒埴輪を作ろう」     ９時半～１１時半         ▲ＷＥＢ申し込み 

② 「ミニ柵形埴輪を作ろう」    １３時半～１５時半  ＷＥＢまたは電話で文化財センターへ申し込み 

      募集期間：１０月２３日（水）～３０日（水）９時 ～１７時   各回１０名   各回とも参加費５００円 

                       

 

第１・２・３Ｇ ◆第６５回 松阪市美術展覧会 第１部 （絵画、彫刻・工芸） 
９月２９日（日）～１０月 ６日（日）   ９時 ～１７時    ※最終日は１５時まで 

 

第１・２・３Ｇ ◆第６５回 松阪市美術展覧会 第２部 （写真、書道） 

１０月２０日（日）～１０月２７日（日）   ９時 ～１７時    ※最終日は１５時まで 

< １０月の休館日  ７日（月）  １５日（火）  ２８日（月） > 

 【発行】松阪市文化財センター        

【 ☎ 】０５９８-２６-７３３０            文化財センターの情報はこちら → 

【FAX】 ０５９８-２６-７３７４ 

【H P】 https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

  私は、土偶
ど ぐ う

では 

ありません。 
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【ギャラリー】 入場無料 

【はにわ館】  入館料１１０円  ※特別展開催期間（１０月２６日～） 入館料２００円  １８歳以下無料   

開館時間９：００～１７：００  入館は１６：３０まで 

 

【イベント】  

埴輪 

常
じょう

光
こ

坊
ぼ

谷
だに

４号墳  

(平成町) 

土偶 

下沖遺跡 

(嬉野宮野町) 

幡
はた

 

蓋
きぬがさ

 大刀
た ち

 

https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

